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 2018年10月19日（金）～21日（日）の日程で開催する、アジア最高位の自転車ワンデイロードレース
「2018 JAPAN CUP CYCLE ROAD RACE」に出場する海外チーム全13チームのうち11チームが決定しま
した。 

  世界トップカテゴリーのUCIワールドチームからは、現在ワールドツアーチームランキング4位で2年ぶりの出場と
なる「ミッチェルトン・スコット」をはじめ5チームが参戦。UCIプロフェッショナルコンチネンタルチームからは、昨年のク
リテリウム・ロードレース両レースの覇者である「NIPPO・ヴィーニファンティーニ・ヨーロッパオヴィーニ」など2チーム、
UCIコンチネンタルチームからは4チームが出場します。 
 

 ジャパンカップではおなじみのチームから初出場のチームまで、例年以上にさまざまな顔ぶれが“輪都・宇都宮”
に集結します。海外勢がどんな走りを見せてくれるのか、注目が集まります。 

 今後の出場選手の発表にもぜひご期待ください！ 
 

 ※海外チームは全13チームの出場を予定しております。残り2チームにつきましては、決定次第順次発表していきます。 

【報道関係者お問い合わせ先】 
2018ジャパンカップサイクルロードレース広報事務局（株式会社ジュンプロモーション）担当：小原、川上 

TEL: 03-3402-5136 ／ ケータイ：090-9854-9542（小原） MAIL：yo-suke@junpro.co.jp（小原） 

・BMC RACING TEAM [USA] 
・MITCHELTON - SCOTT [AUS] 
・TEAM EF EDUCATION FIRST - DRAPAC P/B CANNONDALE [USA] 
・TEAM LOTTO NL - JUMBO [NED]  
・TREK - SEGAFREDO [USA] 

・NIPPO - VINI FANTINI - EUROPA OVINI [ITA]  
・TEAM NOVO NORDISK [USA] 

・AUSTRALIAN CYCLING ACADEMY - RIDE SUNSHINE COAST [AUS]  
・LJUBLJANA GUSTO XAURUM [SLO]  
・THAILAND CONTINENTAL CYCLING TEAM[THA]  
・TERENGGANU CYCLING TEAM [MAS]  

UCIワールドチーム （5チーム） 

UCIコンチネンタルチーム（4チーム） 

＜出場決定チーム＞ 

UCIプロフェッショナルコンチネンタルチーム（2チーム） 
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BMC RACING TEAM (BMC/USA) 
BMCレーシング・チーム（アメリカ） 

 ４年連続でのジャパンカップ出場となる、アメリカ籍の強豪チーム。 
 

 メインスポンサーのBMCが今年限りで撤退することが発表され揺れた時期もあった
が、来シーズンのスポンサーも無事に決定。BMCとしては最後の来日となる。 
 

 チームタイムトライアルで幾度となく重要な勝利を飾っている総合力の高さが強みで、
今年もその強みを証明するに十分なメンバーで来日するのは間違いないだろう。 
 

 注目は、先だって来シーズンのトレック・セガフレードへの移籍が発表された 
Ｒ・ポートが２年連続でメンバー入りするか。同チームでの最後の来日に期待したい。 

MITCHELTON - SCOTT (MTS/AUS) 
ミッチェルトン・スコット（オーストラリア） 

 ホテルやレストランチェーンも展開するワインメーカー、ミッチェルトンが今年からメイン
スポンサーを務めるオーストラリア籍のチーム。 
 

 オリカ・バイクエクスチェンジとして出場した2016年以来２年ぶりのジャパンカップ出
場となる。長らくチームの屋台骨を支えたＳ・ゲランスはチームを去ったが、イェーツ兄
弟やＥ・チャベスが精神的支柱に成長。有望な若手選手も台頭しており、UCIワー
ルドツアーランキングでも上位をキープしている。 
 

 ジャパンカップにも厚い選手層からバランス良く選手をピックアップし、ベストといえる
布陣で臨んでくるはずだ。 

TEAM EF EDUCATION FIRST – DRAPAC 
 P/B CANNONDALE (EFD/USA) 

チーム・EFエデュケーション・ファースト・ドラパック 
 powered by キャノンデール（アメリカ） 

 今シーズンから世界最大規模の私立語学学校であるＥＦエデュケーションファース
トがメーンスポンサーを務める、ジャパンカップ出場常連のアメリカ籍チーム。 
 

 昨年のスポンサー問題を受けて主力選手の多くがチームを去ったことで今年は苦戦
を強いられているが、逆を言えば若手選手に多くのチャンスが与えられているとポジティ
ブにとらえたい。 
 

 ジャパンカップに過去２度出場しているＭ・ブレシェルやワンデイレースに強いＳ・ヴァ
ンマルクなどの実力者と伸び盛りの若手選手での来日に期待したい。 

＜UCIワールドチーム紹介＞ 

TEAM LOTTO NL - JUMBO (TLJ/NED) 
チーム・ロットNL・ユンボ（オランダ） 

 オランダ宝くじ公社のロットとスーパーマーケットのユンボがスポンサーを務めるオランダ
籍チームが２年連続のジャパンカップ出場。 
 

 今シーズンは出場レースでコンスタントにリザルトを残しており、先のツール・ド・フラン
スでもＰ・ログリッチェとＳ・クライスヴァイクがそれぞれ総合４位と５位に入ってレース
を沸かせた。 
 

 初出場となった昨年のジャパンカップではＡ・トールクがロードレースで４位、Ｅ・バッ
タリンが８位と表彰台に届かなかったこともあり、今年は初勝利を目指して強力なメ
ンバーで来日することが期待される。 



TREK - SEGAFREDO (TFS/USA) 
トレック・セガフレード（アメリカ） 

 ５年連続でのジャパンカップ出場となる、アメリカの自転車メーカートレックとイタリア
大手のコーヒーブランド、セガフレードがスポンサーを務めるアメリカ籍チーム。 
 

 一昨年はＦ・カンチェラーラ、昨年はＡ・コンタドールが現役ラストレースとしてクリテ
リウムを走るなど、ジャパンカップに大きなリスペクトを持ったチームで、来日を心待ちに
するファンも多い。 
 

 クリテリウムを２度制し、先のアジア大会でもロードレースで銀メダル、個人タイムト
ライアルで銅メダルを獲得した別府史之を筆頭に、最強メンバーで2015年以来とな
る完全制覇を狙う。 

＜UCIワールドチーム紹介＞ 
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NIPPO - VINI FANTINI - EUROPA OVINI(NIP/ITA) 
NIPPO・ヴィーニファンティーニ・ヨーロッパオヴィーニ（イタリア） 

 昨年、クリテリウムとロードレースのダブルタイトルを獲得したディフェンディングチャンピ
オンチームが、今年もジャパンカップに参戦。 
 

 チームは長年にわたり世界で戦える日本人選手の育成を行ってきており、ミラノ～
サンレモで長時間逃げ続けた初山翔や、アジア大会ロードレースで別府史之の銀メ
ダル獲得を強力にアシストした中根英登など、選手たちもその成果を走りで証明して
いる。 
 

 今年のジャパンカップの目標は、もちろん連覇。昨年王者のＭ・カノラはもちろんのこ
と、ヨーロッパで揉まれ逞しさを増した日本人選手たちが表彰台の頂点を狙う。 

＜UCIプロフェッショナルコンチネンタルチーム紹介＞ 

TEAM NOVO NORDISK (TNN/USA) 
チーム ノボ ノルディスク（アメリカ） 

 今年で５回目のジャパンカップ出場となり、日本での認知度も年々高くなってきて
いるアメリカ籍のUCIプロコンチネンタルチーム。 
 

 ３月にはツール・ド・とちぎにも出場し、栃木県内での認知度アップを果たした。チー
ムは選手全員が１型糖尿病患者で構成されており、世界中の１型糖尿病患者に 
勇気と希望を与える走りでレースシーンを沸かせている。 
 

 今年のジャパンカップでも日本国内はもとより、世界中の１型糖尿病患者に勇気
と希望を与える走りを見せてくれるに違いない。ツアー・オブ・ルワンダで区間優勝して
いるＤ・ロサノに注目だ。 

【報道関係者お問い合わせ先】 
2018ジャパンカップサイクルロードレース広報事務局（株式会社ジュンプロモーション）担当：小原、川上 

TEL: 03-3402-5136 ／ ケータイ：090-9854-9542（小原） MAIL：yo-suke@junpro.co.jp（小原） 

mailto:yo-suke@junpro.co.jp
mailto:yo-suke@junpro.co.jp
mailto:yo-suke@junpro.co.jp


＜UCIコンチネンタルチーム＞ 

競輪の補助事業 

ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

2018年9月5日 
2018ジャパンカップサイクルロードレース実行委員会 

AUSTRALIAN CYCLING ACADEMY - RIDE SUNSHINE 
COAST (ACA/AUS) 

オーストラリアン・サイクリング・アカデミー・ライド・サンシャイン・コースト 

 オーストラリアのサンシャインコーストを拠点に、今年創設されたばかりのUCIコンチネ
ンタルチーム。 
 

 選手は大半が自国の10代後半から20代前半で構成されており、地元大学と連
携することで高いレベルのレースを走る機会と高等教育を受ける機会の両方を提供
する画期的な取り組みを行っている。  
 

 その成果は、３月のツール・ド・とちぎで区間２勝を飾り総合優勝を果たしたM・
ポッター、ツアー・オブ・チンハイレイク区間優勝のＣ・スコットの活躍で早くも証明され
ている。 

LJUBLJANA GUSTO XAURUM (LJU/SLO) 
リュブリャナ・グスト・ザウラム 

 2014年から台湾籍のUCIコンチネンタルチームとして活動を開始。 
 

 スロベニア登録となって２年目の今年は同国の首都であるリュブリャナがスポンサー
に加わり、ヨーロッパとアジアを舞台に活躍の幅を広げている。 
 

 日本でも過去にツール・ド・とちぎやツアー・オブ・ジャパンに出場しており、ジャパン
カップは４年連続での出場となる。2017年ツール・ド・とちぎ総合優勝のB・ヒルらに
加え、今年のツール・ド・ラヴニール総合優勝のT・ポガッカーの来日に期待したい。 

THAILAND CONTINENTAL CYCLING TEAM (TCC/THA) 
タイランド・コンチネンタル・サイクリング・チーム 

 タイで唯一となるUCIコンチネンタルチーム。 
 

 2017年に設立された2年目のチームながら、アジア最大のワンデイレースであるジャ
パンカップに出場する。チームは８人のタイ人ライダーと、マレーシア人とラオス人のライ
ダーが１人ずつで、19歳から31歳と幅広い年齢で構成されている。 
 

 今年はツアー・オブ・インドネシアでA・ポウンサヴァスが総合優勝、P・チャウチアンク
ワンが区間１勝を挙げ総合２位を飾っている。 ジャパンカップでどんな走りを見せる
かに注目だ。 

TERENGGANU CYCLING TEAM (TSG/MAS) 
トレンガヌ・サイクリング・チーム 

 UCIアジアツアーを主戦場とし、日本で開催されるUCIレースにも多くの出場経験
を持つマレーシア籍のコンチネンタルチーム。 
 

 自国マレーシア人が中心のチーム構成に、モンゴルのロード、個人タイムトライアル
チャンピオンで2017年のツール・ド・とちぎでも区間優勝を飾っているM・バトムンフ、
ツール・ド・ランカウイで総合優勝を飾ったロシア個人タイムトライアルチャンピオンのA・
オーヴェシキナなど強力な外国人選手が加わってチーム力の底上げをしている。 

【報道関係者お問い合わせ先】 
2018ジャパンカップサイクルロードレース広報事務局（株式会社ジュンプロモーション）担当：小原、川上 

TEL: 03-3402-5136 ／ ケータイ：090-9854-9542（小原） MAIL：yo-suke@junpro.co.jp（小原） 
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